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新型コロナウイルスの感染拡大は，日本を含

む世界の社会活動や経済活動に大きな影響を及

ぼしている。この問題がいつ終息するかは現時

点では分からないが，数年経てば，いずれ終息

しよう。人口減少・少子高齢化が進むなかで，

そのとき，日本はコロナ以前に抱えていた課題

に再び直面する。その課題とは，アベノミクス

の功罪の検証や，財政健全化とデフレ脱却だ。

本書は，経済財政諮問会議を含む省庁再編で

内閣機能が強化され，官邸主導の政策運営が始

まった 2000 年代以降，経済政策はどう決めら

れたのかという問題意識に基づき，政策立案に

関与した 5人の重鎮の経済学者との対談を通じ

て，その輪郭や全体像を浮き彫りにしたものだ。

財政健全化とデフレ脱却は基本的にトレード

オフの関係にあるが，その主な政策手段は財政

政策と金融政策である。本書では，小泉内閣か

ら第二次安倍内閣までの政策形成の議論におい

て，税制改正の附則で消費増税の道筋をつけた

麻生内閣や，社会保障・税一体改革で二段階増

税案をまとめた野田内閣，それらに関与した与

謝野馨議員の功績を評価しながら，経済政策の

軸足が，財政の構造改革から，デフレ脱却の象

徴である物価 2％目標（異次元緩和）に移って

いった流れを精緻に考察している。

もっとも，周知のとおり，異次元緩和でも物

価 2％目標は達成できず，財政赤字も恒常化す

るなか，財政健全化とデフレ脱却という課題

は，2020 年以降の宿題として残されたままだ。

むしろ，大規模な金融緩和で日銀が大量に国債

を購入し続けるなか，財政規律がさらに緩む懸

念が強まっている。

令和の経済政策はどのような軌跡を辿るの

か。現時点での予測は難しいが，財政健全化と

デフレ脱却を中心とする政策形成の議論が平成

の政策の延長にあることは間違いない。「財政

は経国の枢機にして，国務の運営一として之に

頼らざるはなく，一国隆替の跡は正に財政の沿

革によりて之を窺ふを得べし」。高橋是清は

「明治大正財政史・序文」において，こう述べ

ている。歴史から学ぶことは多いが，財政につ

いては殊更であり，政治や経済の変遷，それら

を受けた財政の変遷を，大きな時代の歴史の流

れとして，捉えていく必要がある。

団塊の世代が 75歳以上となる 2025 年から医

療・介護費の膨張圧力が増すため，財政・社会

保障改革が喫緊の課題であることは変わらな

い。コロナ禍で真の不確実性に直面している今

こそ，頭の整理を行い，将来の方向性を模索す

るためにも，本書を一読する価値がある。

（おぐろ かずまさ）
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